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研究成果の概要（和文）：　本研究は、19世紀末から20世紀前半に世界中で盛り上がった新教育運動に焦点をあ
てて、子どもの遊び場がどのように確保されたかを確かめた。この時代は、急激な都市化が進み、子どもは遊び
場をなくしつつあったが、同時に、学校教育や社会教育のなかで、子どもに遊び場を提供することの必要性がひ
ろく民衆にも意識されるようになっていた。その具体的な状況を、ボストン、シカゴ、ニューヨーク、ロンド
ン、ハンブルクをとりあげてたしかめた。
　その結果、子どもの遊び環境として、大都市に公園を設置しようとする動きがあったこと、公園と学校の連携
をつくろうとする都市計画があったことなどが、明らかになった。

研究成果の概要（英文）：   In the late 19th and early 20th centuries, children in large cities were 
troubled by the lack of playgrounds which they had had before urbanization. Philanthropists, city 
planners, architects, and educators considered playgrounds and play opportunities essential for the 
education of children. The Playground Movement started in large cities in industrialized countries. 
We investigated the appearances of large parks and playgrounds in, or around, New York City, 
Chicago, London, and Hamburg.
   Some educators, e.g. Clarence A. Perry, participated in city planning for maintaining playgrounds
 for children, and strengthened the relation between school and park. Some architects, e.g. F.
Schumacher, designed parks for children as well as for citizens. There appeared schools with 
playgrounds, playground associations, and garden cities around metropolitan cities. Eventually, 
environments for children's play became significant in schools as well as in city planning of large 
cities in this era. 

研究分野：教育史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
「新教育」の実践に関する研究には多くの
蓄積があるが、その多くは「田園都市」と密
接に結びつけて語られてきた。田園都市はイ
ギリスで、19世紀末に生まれた。それは、大
都市の非人間的環境と対立するものであっ
て、「新教育」を生み出す基盤とみなされ、
田園都市で展開した「新教育」の実践が紹介
されてきた。米国では、田園都市を模して、
1920 年代に大都市郊外に出現した富裕層の
ためのコミュニティ（シカゴ郊外のウィネト
カ、ニューヨーク郊外のスカースデールなど）
が「新教育」を実践する舞台になった。 
このような観点からの「新教育」研究は少
なくないが、少なくとも三つの問題点を指摘
することができる。ひとつの問題点は、「新
教育」実践の物理的基盤であった都市そのも
のの教育的機能や意義についての研究が深
まっていないことである。そのことは、都市
計画史研究と教育史研究とのつながりのな
さから来ている。都市計画（史）の分野では、
労働、住居、医療、交通等の関連のなかで、
人間の生活に関わるさまざまな施設（学校、
公園、図書館など）の機能を検討する研究が
増えつつある。一方で、教育史研究の分野で
は、教育実践の現代的意義が強調され、その
実践を可能にした社会的基盤や、地域の歴史
的特性の検討が不十分であった。たとえば、
学校改革を推進した教育者の教育理念や実
践をとりあげたとしても、設立された新教育
の学校が、大都市の中のひとつの組織として、
どのような役割を持っていたか、都市の生活
者にどのような影響を与えたか、さらに、都
市計画とどのような関連をもっていたかと
いうことは、明らかではない。 
 もうひとつの問題は、田園と大都市との対
立を前提にしていることである。田園都市の
出現が反都市の具体化のように見えるのは
一時的に過ぎない。世界史の流れの中でみれ
ば、田園都市の創造は世界全体の大都市化の
一部分とみなすことができるであろう。さら
に、現代のように、交通や通信が発達し、大
都市圏が限りなく広がりつつある時代にお
いては、都市と周辺との区別は曖昧になりつ
つある。田園都市の中に、じつは世界の都市
化を合理的に進める契機があったのではな
いだろうか。大都市のなかにあった「新教育」
の学校は、子どもに「アジール」を提供する
ことで、大都市のさらなる拡大をもたらした
のではないだろうか。しかし、大都市圏が拡
大する一方で、地方が衰退していくという現
象は表裏一体のものである。都市と田舎をつ
なぐ方法としての学校教育と都市計画のあ
り方を問う必要があるだろう。 
さらにもうひとつの問題は、大都市の変貌
過程を考慮にいれていないことである。19
世紀末から 20 世紀にかけての学校改革は、
継続的に進められた大きな都市計画の三つ
の段階に対応していた。都市計画についての

歴史的研究によると、近代的都市計画の第一
段階は、19世紀後半から始まった国家・地方
自治体が都市問題への対策として行なった
物的環境の統制、第二段階は、19世紀末から
都市郊外における「田園都市」の創出、第三
段階は 20 世紀後半に大都市圏地域全体の高
度な空間整備であった。大都市の近辺で、19
世紀末に都市計画が開始されたことはイギ
リス、ドイツ、アメリカに共通するが、欧州
の「新教育」はこの第二段階から始まり、米
国の「新教育」は第一段階から出現していた。
各国における都市計画の段階の違いが学校
改革のあり方にも反映していた。そのことが、
各国における遊び場運動の性格の違いをも
たらしていたと考えられる。 
以上のような問題点を確認すれば、都市計
画の一環として「新教育」を捉えることの有
効性が明らかになる。本研究は、19 世紀末か
ら 20 世紀前半の大都市およびその周辺で展
開した学校改革を、都市計画（学校建築を含
む）の一部分として捉える。そして、その都
市計画のなかで、子どもの生活と学習と遊び
のための環境がどのような形で形成されよ
うとしたのかを具体的に確かめる。現代の学
校改革では教育の私事化が進みつつあり、学
校選択制の導入に顕著にみられるように、公
教育の地域的基盤が揺らいでいる。本研究で
は、大きな都市計画の中で学校改革を捉える
ことで、自由を求めた新教育の実践と、学校
と地域とのつながり、教育の公共性等の問題
を追究していく。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、子どもの「遊び環境」（遊びの
ための時間と空間と設備）の実態を解明する
ことをねらいとする。具体的には三つの課題
を設定する。 
第一の課題は、大都市およびその近辺で始
まった都市計画のなかで、子どもの「遊び環
境」がどのような方法で確保されたかを確か
めることである。19世紀末、多くの大都市は
急激に膨張し、環境が悪化していた。大都会
にはスラム街が出現し、多くの子どもが遊び
場を失い、街中や路上の不衛生で不道徳な場
所で遊ばざるをえなくなっていた。この実態
を改善することに、政治改革者や慈善家や教
育者など、いろいろな人が取り組んだ。街路
に遊び場を設置した慈善家や、大都市の中に、
あるいは周辺に、大きな公園を設置するため
の立法化に努力したりした人もいる。これら
の動きのなかから、都市計画という新しい枠
組みが出現した。 
一方、学校教育に着目すれば、遊びは伝統
的な学校では主要な機能ではなかったが、
「新教育」の学校では、遊びがもつ教育的な
意義が認められつつあった。新教育が主張し
た自由を具体化したもののひとつが、遊びで
あった。多くの校舎には、運動場（プレイグ
ラウンド）、遊び部屋、学校園、遊具など、



子どもが遊ぶための多様な環境が出現した。
多目的室も遊びのために利用することが可
能であった。このように、学校に遊び環境が
出現したことは、遊びの教育的意義が認めら
れたことの証とみることができるであろう。
教育改革者は遊びにどのような教育的意義
を見出したのか、その解明が第二の課題であ
る。 
都市計画のなかで設定された遊び環境と、
「新教育」の学校のなかに作られた遊び環境
との関連を確認し、その機能を解明すること
が、本研究の第三の課題である。「新教育」
が主張した自由の象徴ともいえる遊び環境
は、拡大を続ける大都市の中でいかにして存
在しえたのであろうか。あるいは、どのよう
に変貌しただろうか。遊びは個人の問題であ
り、計画性も公共性も持たないのが自然であ
ろう。「新教育」が、あえて遊び環境を計画
的に教育プログラムに組み込んだことは、当
初から矛盾を孕んでいた。この矛盾の歴史を
検討することで、学校教育の公共性と、学校
と地域の関連について考察する手掛かりと
したい。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、ニューヨーク市、シカゴ、ロ
ンドン、ハンブルクを具体的に取上げて、19
世紀末におけるそれぞれの都市の発展状況
を確かめて、子どもの遊び場および市民のた
めの公園がどのような経緯で設置されたか
を確かめた。遊び場協会等の団体の歴史や、
建築家、都市計画家が残した資料を収集した
うえで、現地調査を行なった。 
 
４．研究成果 
 
第 1章では、19 世紀末にアメリカの各地の
大都市で始まった遊び場運動をいくつかみ
ていき、それらがアメリカ遊び場協会(PAA)
という全国的な組織を作って活動をしたこ
と、その活動方針の転換までを追った。遊び
場運動には、三つの型があった。第一は、ニ
ューヨーク市のように、遊び場をなくした子
どもに遊び場を与えるという児童救済から
始まった例である。その場合、学校設備を民
衆に開放しようとする運動と結びついた（学
校中心型）。第二は、シカゴに見られるよう
に、都市計画のなかで公園や学校を適切に配
置しようとする動きがあった（公園型）。第
三は、民間団体が子どもや青年にリクリエー
ションの機会を与えようとする動きである
（民間団体主導型）。PAA は、当初は学校中心
型であったが、1910 年代以後、第三の道を進
んだ。その結果、PAA は学校教育とのつなが
りを失った。 
 第 2章では、遊び場運動の学校中心型と公
園型が、1910 年代以後、どのように展開して
いったかを確かめた。学校中心型は地域住民
に学校の施設を開放する運動へと発展した。
これを推進したのはクラレンス・A・ペリー

であった。ペリーは、学校が中心にあって、
周囲に公共の遊び場などが集約されている
近隣住区論を提案した。学校を舞台として住
民が学習やリクリエーション活動に自主的
に参加し、顔と顔を突き合わせた親密な人間
関係をつくり、民主主義や社会的道徳を学習
することを期待したのである。しかし、近隣
住区は住民の同質性を前提としており、コミ
ュニティ自体が大都市から孤立していた点
で大きな問題を抱えていた。一方、公園型の
遊び場は、シカゴの建築家パーキンスが推進
した。パーキンスは、大都市に自然環境を残
すことや、学校と自然、学校と地域のつなが
りを重視して、学校が子どもにとって遊びの
場所でもあるように、新しいかたちの校舎を
デザインし、学校建築の大きな転換をもたら
した。 
第 3章では、まず、産業革命の負の遺産に
向き合うために出現した都市計画に焦点を
当て、オープン・スペース、コモン、パーク
など、様々な公共空間を一般庶民に提供した
法・規程を概観した。そして、次に、産業革
命の影響が浸透しつつあった 1810 年代から
新教育運動が生起しその影響を如実に反映
させた 1930 年代までの時期を対象に、子ど
もの遊び、プレイグラウンド（playground）、
運動場（School Playground） 、プレイフィ
ールド（Playing Fields）などがどのように
位置づけられていたかを解明した。そして、
遊具を公園に最初に設置したウィックステ
ィード社と全英プレイフィールド協会
（National Playing Fields Association）
の活動、さらにハドウ報告書『初等教育』
（1931）の遊びに関する記述から、「遊びの
権威づけ」・「遊びの商業化」、「遊びのカリキ
ュラム化」・「遊びのシラバス化」といった状
況を抽出し、最後に、新教育思想の「遊び環
境」に史的限界があること、子どもの「遊び
環境」は学校ではなく、地域社会の公園など
で代替されたことを指摘した。 
第 4章では、20 世紀初頭のドイツ・ハンブ
ルクにおけるもっとも大規模な都市計画事
業の一つに数えられる「ハンブルク都市公園
（Hamburger Stadtpartk）」を取り上げ、建
築家・都市計画家フリッツ・シューマッハー
の思想と活動を手がかりにしながら、公園と
そこでの遊び場がいかなる理念のもとで建
設され具体化されたのかを解明することを
課題とした。あわせて、隣接する住宅地や新
教育学校（リヒトヴァルト校）との関連で都
市公園の機能について考察した。考察の結果、
住居政策と緑地政策の関連のなかで都市公
園が建設された点、都市公園では広大な水遊
び場や広場等、特に子どもを対象にしたさま
ざまな遊び場が設置され、精神的能力と感性
的能力の促進による「統一的な人間」の育成
が目指された点、その意味で都市公園自体が
新教育的な教育作用を及ぼすとともに、都市
公園の豊かな自然とスポーツ施設が隣接す
るリヒトヴァルク校の生徒たちに日常的な



学習の素材と場を提供していた点を明らか
にした。 
 第 5章では、本共同研究が前回の共同研究
「新教育運動期における学校の「アジール」
をめぐる教師の技法に関する比較史的研究」
（平成 23－25 年度科研費助成事業基盤研究
(C) ）の成果を受けつつ、それを発展的に継
承している側面を有していることを重視し、
前共同研究において展開された「アジール」
論を前提とした場合に今回の共同研究がど
のように意味づけられるのかを考えた。「ア
ジール」とは何かということについて論じた
後で、19・20 世紀転換期を中心としたドイツ
における＜自然＞思考の空間文化の広がり
について言及し、そのような空間文化が有す
る「リエントリー」形式について検討を行い、
二次的な「アジール」空間として解釈される
可能性を示唆した。最後に、以上のことを踏
まえたうえで、本報告書の第 1、2、3、4 章
の内容を念頭に置きつつ、「アジール」論に
対して、また都市における「遊び」空間に対
して浮上する課題を示唆した。より具体的に
いえば、その課題とは、近代の二次的「アジ
ール」の多機能性をどのように解釈すべきか、
という問いへの取り組みである。 
本共同研究は、新教育運動期のアメリカ、
イギリス、ドイツに焦点をあてて、大都市お
よびその周辺における「遊び環境」の実態、
遊びの教育的意義、および遊び環境がもった
機能、これらを解明することが課題であった。
各章で明らかにしたとおり、新教育の時期に、
遊びの教育的意義が認められ、大都市内もし
くはその周囲に子どもの遊び場が出現した
ことは、これら諸国に共通していた。また、
子どもの「遊び環境」としては、学校よりも
公園のほうが一般的であったことも確認す
ることができた。都市計画の中で子どもの
「遊び環境」を考察しようとすれば、学校で
はなく、公園が中心になるのは実は当然であ
ったかもしれない。それにもかかわらず、本
研究があえて「学校の遊び環境」を取り上げ
ようとしたのは、学校による社会改造という
新教育の理念に、研究代表者自身が捕らわれ
ていたからであると認めざるをえない。 
 しかしながら、学校が子どもの遊び環境と
してふさわしいものでなかったことは認め
るとしても、新教育の時期に学校の環境が、
遊びの要素を含みこむことで大きく変化し
たことも事実であった。学校カリキュラムの
変化、新しい構造の学校建築、公園と学校と
のつながりなどに、その傾向をみることが可
能である。学校教育が遊びの要素を入れたと
き、学校の環境がどのように変化したか、教
育の理念がどのように転換したかは、さらに
検討すべき課題として残っている。 
 本研究で十分に検討できなかったテーマ
が、「遊び環境の公共性」である。都市計画
のなかで、公共空間である公園に遊び場をつ
くること、さらに、公園の遊び場に教育の機
能をもたせようとする動きがあったことは、

いくつかの事例から確かめることができた。
新教育の理念は、たしかに社会に浸透してい
ったのである。だが、そのことは同時に、公
教育の範囲を学校に限ることなく、無制限に
拡大させることでもあり、その意義と危険性
をあらためて検討する必要があることを意
味している。アメリカについていえば、第一
次世界大戦をはさんで、遊び場運動の性格が
大きく転換した歴史を振り返ると、子どもの
身近な遊び場が、アメリカへの忠誠心を育て
るための教育の場になった。学校教育のカリ
キュラムとは違って、遊び場の教育機能を明
確に分析することは難しい。公教育の一環と
して、「遊び場」をみるならば、国家や社会
とのつながりを含めたものでなければなら
ないであろう。今後深めていくべき課題であ
る。 
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